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建
設
山
口
青
年
部
で
は
、
若
い
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
活
動
を
理
解
し
て
頂
く
た
め
、
広
報
誌
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
６
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
の
一
年
間
の
行
事
を
ま
と
め
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
皆
さ
ん
、
一
度

青
年
部
の
行
事
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
た
く

さ
ん
の
仲
間
が
待
っ
て
い
ま
す
。

県内
交流集会
１／28

青年部長
あいさつ

　

県
青
年
部
長
に
就
任

し
２
年
目
と
な
り
、
１

年
間
活
動
を
し
て
き
た

こ
と
で
歴
代
の
青
年
部

長
の
方
々
の
大
変
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

先
輩
方
の
活
動
が

あ
っ
た
こ
と
で
現
在
の

青
年
部
の
在
り
方
が
確

立
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ

と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
と
は
少
し

離
れ
て
し
ま
う
の
で
す

が
、
現
在
、
来
年
度
山

口
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
青
年
技
能
競
技
大
会

へ
向
け
青
年
部
と
し
て

選
手
を
確
保
す
る
こ
と

を
含
め
、
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
出
来
る
よ
う

に
大
会
視
察
を
行
う
な

ど
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

開
催
県
と
い
う
立
場

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
建
設
業
を
支
え

て
い
く
若
手
発
見
・
育

成
の
思
い
も
込
め
て
数

多
く
の
方
の
参
加
へ
各

支
部
の
ご
協
力
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
１
年
、
青
年

部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

青年部長

生
しょう

田
だ

 真規

令
和
六
年
度

青
年
部
幹
事
会

青
年
部
長

　

生
田　

真
規
（
熊
毛
南
）

副
部
長

　

西
林　

祐
哉
（
下
松
）

　

山
根　
　

徹
（
山
口
）

会　
　

計

　

北
乘　
　

誠
（
吉
南
）

幹　
　

事

　

山
内　
　

亮
（
岩
国
）

　

西
嶋　

真
人
（
宇
部
）

　

村
田　

克
哉
（
小
野
田
）

　

山
名
進
太
郎
（
下
関
）

　
　
　
　

涼
輔
（
豊
浦
）

　

平
川　

幸
弘
（
長
門
）

　

山
縣　

巧
次
（ 

萩 

）

　

河
内　

信
宏
（ 

光 

）

　

藤
林　

賢
悟
（
防
府
）

　

高
田　

源
和
（
美
祢
）

　

平
野　
　

陣
（
柳
井
）

　　

組
合
に
お
け
る
青
年

層
の
役
割
は
大
き
く
、

い
ず
れ
は
今
の
青
年
層

が
組
合
の
担
い
手
に
な

る
時
が
来
る
。

　

青
年
部
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
は
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
は
知
ら
な

い
青
年
層
の
組
合
員
は

大
勢
い
る
。

　

こ
の
「
ぶ
ち
ア
ク

テ
ィ
ブ
！
」
を
読
ん
で

も
ら
え
ば
、
青
年
部
活

動
を
知
っ
て
も
ら
え
、

参
加
者
が
楽
し
め
る
交

流
会
も
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
も
ら
え
る
と
思

う
。

　

こ
の
活
動
紙
を
見
て

興
味
を
持
っ
た
青
年
層

の
み
な
さ
ん
、
一
緒
に

青
年
部
活
動
に
参
加
し

て
み
よ
う
。

　
【
萩
・
山
縣
巧
次
（
防
虫
・

44
）】
１
月
28
日
に
建
設
山

口
本
部
会
館
に
て
、
基
本

組
合
・
Ｏ
Ｂ
８
人
、
青
年

部
20
人
の
参
加
で
次
世
代

　
【
下
関
・
山
名
進
太
郎

（
板
金
・
39
）】
１
月
28
日
、

山
口
市
の
ス
ポ
ル
ト
小

郡
店
で
県
内
交
流
集
会

が
開
か
れ
、
12
支
部
か
ら

24
人
の
参
加
者
が
集
ま

り
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
の
目
的
は
、

各
支
部
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
、
そ

し
て
組
合
未
加
入
の
青

年
層
の
方
々
を
誘
い
、
組

合
活
動
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
で
組
織
拡
大

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
で

す
。

　

当
日
は
、
各
レ
ー
ン
で

楽
し
く
交
流
し
、
友
好
を

深
め
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
豪
華
な
景
品
が

対
策
交
流
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
後
継
者
の

育
成
問
題
や
次
世
代
対
策

問
題
に
つ
い
て
、
基
本
組

合
・
Ｏ
Ｂ
と
青
年
部
が
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

支
部
ご
と
の
青
年
部
の

役
割
の
違
い
や
、「
青
年

部
を
卒
業
し
て
し
ま
う

と
、
な
か
な
か
情
報
が
入

ら
ず
興
味
が
無
く
な
る

為
、
継
続
し
て
活
躍
出
来

る
場
が
必
要
で
は
な
い

か
」「
組
合
活
動
を
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活

用
は
出
来
な
い
か
」
な
ど

の
活
発
な
意
見
交
換
が
さ

れ
大
変
実
り
あ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

短
い
間
で
し
た
が
、
今

後
の
活
動
に
活
か
せ
る
会

議
と
な
り
ま
し
た
。

友
好
を
深
め
る
良
い
機
会

　
恒
例
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
【
光
・
河
内
信
宏
（
大
工
・

39
）】
２
月
11
～
12
日
に
第

63
回
全
建
総
連
全
国
青
協

定
期
大
会
が
東
京
都
の「
連

合
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、

48
県
連
・
組
合
か
ら

１
７
６
人
が
参
加
し
、
建

設
山
口
か
ら
は
４
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

全
国
青
協
議
長
や
基
本

組
合
役
員
の
あ
い
さ
つ
後
、

富
山
県
連
、
石
川
県
連
の

青
年
部
長
か
ら
、
１
月
１

日
に
石
川
県
で
起
こ
っ
た

能
登
半
島
地
震
の
現
状
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
各
分
散
会
に

分
か
れ
て
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、

全
国
の
仲
間
と
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
も

能
登
半
島
地
震
の
話
題
が

メ
イ
ン
で
、
イ
ン
フ
ラ
の

復
旧
が
思
う
よ
う
に
進
ま

ず
、
被
災
地
の
人
達
が
ま

だ
ま
だ
苦
労
さ
れ
て
い
る

話
や
、
そ
の
こ
と
で
応
急

仮
設
住
宅
建
設
工
事
の
工

期
に
も
影
響
が
出
て
い
る

こ
と
を
聞
き
、
被
害
の
大

き
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　

他
に
も
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
か
ら
得
る
仕
事
が
殆

ど
と
い
う
仲
間
も
い
て
、

仕
事
確
保
の
手
段
と
し
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
が
有
効
で

あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き

ま
し
た
。

　

２
日
目
の
全
体
会
議
の

時
に
は
分
散
会
の
報
告
会

の
後
、
今
大
会
で
参
加
者

か
ら
集
め
た
募
金
や
、
い

く
つ
か
の
県
連
・
組
合
が

独
自
で
集
め
て
き
た
募
金

を
受
け
渡
す
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
有
事
の
際
に
見
ら

れ
る
団
結
力
の
強
さ
も
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
出
た
全
国

級
の
会
議
で
し
た
が
、
他

県
連
・
組
合
の
仲
間
と
情

報
交
換
が
出
来
て
有
意
義

な
時
間
が
過
ご
せ
た
と
思

い
ま
す
。

次世代
対策交流会
１／28

若
手
育
成
の
思
い
込
め
て

基本組合と意見交換
今後の活動に活かす

基本組合から８人、青年部から20人が参加

優勝の山名さん（中央左）と生田部長（中央右）

用
意
さ
れ
る
こ
の
交
流

集
会
で
は
、
今
年
は
私
が

イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ

バ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

次
年
度
以
降
も
、
よ
り

多
く
の
青
年
層
の
方
々

を
誘
い
、
目
的
を
達
成
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

全国青協
定期大会
2／11〜12

全国の仲間と情報共有全国の仲間と情報共有
団結力の強さ感じる団結力の強さ感じる
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定期大会
4／21

建設山口の担い手とし
青年部一丸となり活動

　
【
防
府
・
藤
林
賢
悟
（
土

工
・
40
）】
４
月
21
日
、

14
支
部
27
人
の
参
加
の
も

と
、
第
55
回
青
年
部
定
期

大
会
を
本
部
会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
活
動
報

告
な
ら
び
に
会
計
報
告
が

行
わ
れ
、
各
支
部
の
参
加

者
に
よ
り
主
な
行
事
内
容

の
報
告
と
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
令
和

６
年
度
の
運
動

方
針
案
と
会
計

予
算
案
が
提
案

さ
れ
、
質
疑
応

答
の
後
、
満
場

一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
最

後
に
全
国
青
協

の
歌
を
全
員
で

合
唱
し
、
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三

唱
で
結
束
を
高
め
ま
し

た
。

　

建
設
山
口
の
担
い
手
と

し
て
、
未
加
入
者
へ
の
呼

び
か
け
や
、
全
国
の
仲
間

と
の
情
報
交
換
を
積
極
的

に
行
い
、
青
年
部
一
丸
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
山
田
書
記
長
に

よ
る
学
習
会
と
称
し
て

全国青協
交流集会
7／７〜８

中
国
５
県
で
親
睦
深
め
る

　
　

広
瀬
絣
藍
染
を
体
験

　
【
下
松
・
田
村
茂
和
（
配

管
・
31
）】７
月
７
～
８
日
、

石
川
県
金
沢
市
「
金
沢
市

文
化
ホ
ー
ル
」
に
て
第
31

回
全
国
青
協
交
流
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
集
会
は
、
全

国
青
協
に
集
う
建
設
青
年

の
、
年
に
一
度
の
交
流
集

会
で
、
他
組
合
青
年
部
の

仲
間
と
交
流
で
き
る
貴
重

な
場
で
各
県
連
、
組
合
の

方
よ
り
青
年
部
の
様
々
な

活
動
や
取
組
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

交
流
企
画
の
中
の
一
つ

に
、
共
に
一
つ
の
物
を
創

り
上
げ
て
い
く
過
程
で
よ

り
良
い
交
流
を
深
め
る
た

め
、
皆
で
持
ち
寄
っ
た
素

材
を
活
用
し
動
画
の
編
集

作
業
を
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
で
需
要

が
高
ま
る
一
方
、
動
画
・

画
像
の
撮
影
や
編
集
作
業

に
対
し
て
苦
手
意
識
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
企
画
の
お
か
げ
で
、

初
対
面
同
士
で
も
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
苦
手
意

識
を
克
服
す
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
数
々
の
交

流
企
画
を
体
験
し
、
本
集

会
を
通
じ
て
得
た
も
の
を

今
後
の
青
年
部
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

有
意
義
な
交
流
集
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夏季
研修会
7／20〜21

健康状態に一喜一憂健康状態に一喜一憂
大変実りある研修会大変実りある研修会

　
【
吉
南
・
北
乘
誠（
木
工
・

39
）】
７
月
20
日
～
21
日

に
か
け
て
、
青
年
部
夏
季

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
初
日
は
山
口
県
セ
ミ

ナ
ー
パ
ー
ク
を
会
場
と

し
、
Ｓ
Ｍ
Ｇ
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
（
株
）
営
業
部
長 

藤
井
弘
様
よ
り
「
建
設
業

に
活
用
で
き
る
ド
ロ
ー
ン

講
習
」
と
題
し
た
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
種
類
や
ど

の
よ
う
に
測
量
す
る
の
か

な
ど
の
説
明
を
し
て
い
た

だ
い
た
後
、
屋
外
広
場
に

場
所
を
移
し
実
際
に
ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
習
が
終
わ
っ
た
後
は

ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

し
、「
海
鮮
長
州
」
に
て

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
「
南
総
合
セ

ン
タ
ー
」
を
会
場
と
し
、

（
一
社
）
山
口
総
合
健
診

セ
ン
タ
ー 

保
健
師 

山
本

貴
子
様
よ
り
「
見
直
そ

う
！
あ
な
た
の
生
活
習

慣
」
と
題
し
た
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
血
圧
測
定
を
行

い
、
皆
が
自
身
の
健
康
状

態
に
一
喜
一
憂
し
て
い
ま

し
た
。

　

２
日
間
の
研
修
を
終
え

て
、
普
段
触
れ
る
こ
と
の

な
い
建
設
用
ド
ロ
ー
ン
の

こ
と
を
学
び
、
自
身
の
健

康
に
つ
い
て
も
見
直
す
良

い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、

大
変
実
り
あ
る
夏
季
研
修

会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中国地協
交流集会
6／７〜８

　
【
柳
井
・
平
野
陣（
大
工
・

26
）】
６
月
７
日
～
８
日

に
中
国
地
協
青
年
部
交
流

集
会
が
、
島
根
建
連
の
引

き
受
け
の
も
と
建
設
山
口

か
ら
５
人
、
総
勢
42
人
の

参
加
で
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

ア
ー
バ
ン
」
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
献
血
と
広
瀬

絣
藍
染
体
験
を
し
ま
し

た
。
夜
に
は
懇
親
会
が
行

わ
れ
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
全
建
総
連
の

和
田
全
国
青
協
総
務
か
ら

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い

て
～
青
年
層
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
組
織
化
へ
～
」
と
題

し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
、
自

分
た
ち
の
仕
事
や
活
動
内

容
等
を
発
信
し
て
若
い
方

や
色
々
な
方
々
に
周
知
し

て
も
ら
う
事
で
、
情
報
収

集
に
加
え
て
「
新
し
い
つ

な
が
り
創
出
」「
既
存
の

つ
な
が
り
強
化
」
に
な
る

と
い
う
事
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

す
る
う
え
で
の
注
意
点
に

も
気
を
つ
け
て
、
今
後
の

活
動
へ
役
立
て
て
い
け
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

２
日
間
と
い
う
短
い
時

間
で
し
た
が
、
と
て
も
実

り
の
あ
る
有
意
義
な
時
間

で
し
た
。

仲
間
と
貴
重
な
交
流

　　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
企
画

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
企
画

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

目安：
初級技能者

評価基準に合わせて
カードを色分け

目安：
中堅技能者

目安：
職長・熟練
技能者

目安：
登録基幹
技能者
建設マス
ター等

詳細は建設業振興基金のホームページ（www.kensetsu-kikin.or.jp/ccus/）をご覧ください。登録申請の窓口も掲載。

建設キャリアップシステム　登録申請受付中
特徴①
　建設キャリアアップシ
ステムに登録すると技能
者１人ひとりに建設キャリ
アアップカードが交付さ
れる。建設キャリアアップ
システムに登録する事業
者の現場で入場時にカー
ドリーダーでカードを読
み取ると就業履歴が自動
に蓄積される

特徴③
　保有資格や蓄積される就業履歴等により技能者レベルを
評価。客観的に技能者の能力レベルが証明されることで処
遇の改善を期待できる
（現在、技能者の能力評価基準・レベル分けを国交省で検討中）

特徴⑤
　事業者は現場管理を効率
化できる（建退共事務の軽
減、社会保険の加入確認な
ど）

特徴④
　技能者の就業履歴により
建退共手帳への証紙の貼付
け枚数の確認が確実かつ容
易になる

特徴②
　技能者が取得した資格や技能、就業履歴
を簡単に証明できる

技
能
者
の
登
録
料

①認定登録機関申請の登録料
　詳細型登録のみ　4,900円（税込）

②インターネット申請の登録料
　Ⓐ簡略型登録　　2,500円（税込）
　Ⓑ詳細型登録　　4,900円（税込）

１
０
０
万
人
署
名
の
お
話

や
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
マ
イ

ナ
保
険
証
移
行
に
関
す
る

対
応
の
お
話
、
組
合
規
約

の
改
正
案
に
つ
い
て
等
の

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、

出
席
者
は
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

今年も全員スーツで参加

染色作業体験

各班に分かれて交流企画

血圧測定で健康チェック
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リニューアルオープン

「下松市栽培漁業センター」

　
【
下
松
・
西
林
祐
哉
（
鉄

工
・
38
）】
下
松
市
笠
戸

島
に
あ
る
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
は
令
和
２
年
４

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

全国青年
技能競技大会
9／14〜16

　
【
長
門
・
村
田
淳
（
大
工
・

32
）】
９
月
14
～
16
日
に

第
40
回
全
建
総
連
全
国
青

年
技
能
競
技
大
会
が
愛
媛

県
松
山
市「
愛
媛
武
道
館
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

山
口
県
か
ら
は

涼
輔

さ
ん
（
豊
浦
）、
田
端
英

二
さ
ん
（
豊
浦
）、
柴
本

羊
次
郎
さ
ん
（
山
口
）
と

私
、
村
田
淳
（
長
門
）
の

４
人
が
選
手
と
し
て
大
会

に
臨
み
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
全
国
大
会
の

開
催
地
が
山
口
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
大
会
の
視
察

を
す
る
た
め
、
引
率
者
と

選
手
含
め
て
18
人
で
愛
媛

に
行
き
ま
し
た
。

　

大
会
初
日
は
開
会
式
と

競
技
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

ファミリー
交流集会
10／13

今
年
は
山
口
で
開
催

今
年
は
山
口
で
開
催

反
省
を
活
か
し
て
の
ぞ
む

反
省
を
活
か
し
て
の
ぞ
む

青海島半周コース
みなさんもぜひ参加を
　
【
長
門
・
平
川
幸
弘
（
大

工
・
43
）】
10
月
13
日
、

青
海
島
観
光
汽
船
に
て
11

支
部
78
人
の
参
加
に
よ
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
交
流
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
青
海
島
１
周

コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
前
日
の
う
ね
り

が
残
っ
た
た
め
、
半
周

コ
ー
ス
に
変
更
と
な
り
、

二
隻
に
分
か
れ
て
無
事
出

港
し
ま
し
た
。

　

天
気
も
良
く
暖
か
か
っ

た
の
で
、
デ
ッ
キ
に
出
た

り
し
な
が
ら
各
家
族
で
雄

大
な
自
然
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

　

特
に
、
洞
窟
に
船
で

入
っ
た
時
は
、
皆
さ
ん
凄

く
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

船
酔
い
も
な
く
、
戻
っ

　
【
山
口
・
山
根
徹
（
大
工
・

35
）】
11
月
10
～
11
日
、

静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
全

国
青
協
幹
部
会
議
に
出
席

し
ま
し
た
。
全
国
38
県
連

１
１
２
人
が
集
ま
り
、
組

合
の
歴
史
・
青
年
部
の
必

要
性
・
組
織
拡
大
の
必
要

性
に
つ
い
て
学
び
、
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
に
は
全
建
総
連

書
記
長
を
務
め
ら
れ
た
古

市
氏
か
ら
組
合
の
歴
史
と

青
年
部
の
在
り
方
、
ま
た

全
建
総
連 

竹
谷
組
織
部

長
か
ら
は
青
年
部
の
情

勢
、
組
織
拡
大
の
必
要
性

な
ど
の
現
状
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
、
前
日
の
講
演

で
学
ん
だ
事
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。
拡
大
活
動

一
つ
取
っ
て
も
、
各
県
連

で
の
青
年
部
の
立
ち
位
置

や
待
遇
の
違
い
に
よ
っ
て

活
動
の
手
法
が
大
き
く
変

わ
っ
て
く
る
事
な
ど
に
気

付
き
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
理
念
を
共
有

青年部の理念を学ぶ
各県幹部が議論

全国青協
幹部会議
11／10〜11

笠戸島の人気スポット

　

こ
こ
下
松
市
栽
培
漁

業
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和

58
年
よ
り
、
水
産
資
源

の
維
持
拡
大
を
図
る
た

め
、
種
苗
生
産
・
中
間

育
成
に
よ
る
栽
培
漁
業

の
推
進
や
、
下
松
市
の

代
表
的
な
観
光
資
源
で

あ
る「
笠
戸
ひ
ら
め
」「
笠

戸
と
ら
ふ
ぐ
」
の
養
殖

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

施
設
に
あ
る
タ
ッ
チ

ン
グ
プ
ー
ル
で
は
笠
戸

島
近
海
で
取
れ
た
魚
が

泳
ぎ
、
裸
足
で
入
っ
て

直
接
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

他
に
も
笠
戸
ひ
ら
め

の
餌
や
り
や
捌
き
か
た

教
室
、
お
土
産
品
の
販

売
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

笠
戸
島
に
は
国
民
宿

舎
大
城
や
海
水
浴
場
が

あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
下
松

に
来
ら
れ
ま
し
た
ら

寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

村田さん

た
。
会
場
で
は
引
率
者
の

方
々
に
よ
っ
て
横
断
幕
が

掲
げ
ら
れ
、そ
こ
に
は「
一

刻
入
魂 

や
っ
ち
ゃ
ろ
う

や
！
長
州
の
技
！
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
身
が
引
き

締
ま
る
と
共
に
、
改
め
て

明
日
の
本
番
は
良
い
物
を

作
ろ
う
と
気
合
を
入
れ
直

し
ま
し
た
。

　

中
日
の
競
技
日
は
、
他

県
か
ら
の
選
手
・
私
た
ち

４
人
を
合
わ
せ
た
総
勢
51

人
が
、
競
技
時
間
の
６
時

間
い
っ
ぱ
い
に
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

　

競
技
終
了
後
の
懇
親
会

で
は
、
今
日
競
い
合
っ
た

選
手
で
交
流
を
楽
し
み
つ

つ
今
日
の
出
来
栄
え
に
つ

い
て
反
省
な
ど
を
し
て
終

わ
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
表
彰
式
と
閉

会
式
が
行
わ
れ
、
残
念
な

が
ら
私
た
ち
４
名
は
賞
を

取
る
事
は
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

今
年
の
山
口
大
会
で
は

今
回
の
反
省
を
活
か
し
て

臨
も
う
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
今
回
引
率
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
や
応
援
し
て

頂
い
た
方
々
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
後
は
各
自
お
弁
当
を
持

ち
、
隣
に
あ
る
セ
ン
ザ

キ
ッ
チ
ン
・
お
も
ち
ゃ
美

術
館
な
ど
を
散
策
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ル
ネ
ッ
サ

長
門
で
お
弁
当
を
食
べ
て

公
園
で
遊
ば
れ
た
家
族
も

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
沢
山
ご
参
加

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

青海島観光汽船

デッキで自然を満喫

す
る
だ
け
で

も
組
織
と
し

て
ま
と
ま
り

が
で
き
、
組

織
拡
大
に
繋

が
っ
て
い
く

こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

全国から112人が参加

中国地協
幹部会議
11／30〜12／１

統
一
行
動
の
原
案
を
作
成

つ
な
が
り
の
強
さ
感
じ
る

　
【
熊
毛
南
・
生
田
真
規

（
大
工
・
37
）】
11
月
30
日

～
12
月
１
日
に
建
労
岡
山

会
館
小
会
議
場
で
４
県
連

組
合
14
人
の

参
加
の
も

と
、
第
15
回

中
国
地
協
青

年
部
幹
部
会

議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は

各
支
部
参
加

者
自
己
紹
介

か
ら
始
ま

り
、
全
国
青

協
総
務
の
和
田
さ
ん
か
ら

「
地
協
活
動
の
持
つ
意
義
、

重
要
性
」
と
題
し
た
全
体

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
全
国
各
地
協
の
活

動
報
告
や
統
一
行
動
の
起

こ
り
等
を
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

そ
の
後
各
県
連
・
組
合

の
活
動
報
告
や
、
今
年
度

の
残
り
の
活
動
行
事
に
つ

い
て
の
担
当
割
り
振
り
な

ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
決
め
ら

れ
現
在
の
中
国
地
協
の
繋

が
り
の
強
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　

夜
は
場
所
を
「
海
鮮
居

酒
屋 

晴
れ
じ
ゃ
」
へ
移

し
、
座
席
を
ラ
ン
ダ
ム
に

し
て
他
県
連
の
方
々
と
仕

事
や
家
庭
の
話
な
ど
大
変

盛
り
上
が
っ
た
懇
親
会
と

な
り
、
二
次
会
へ
も
会
議

参
加
者
全
員
参
加
と
い
う

地
協
の
仲
の
良
さ
も
際
立

ち
ま
し
た
。

　

２
日
目
も
前
日
の
議
題

に
続
き
、
中
国
地
方
協
議

会
（
青
年
部
長
会
議
）
の

協
議
事
項
の
確
認
、
中
国

地
協
統
一
活
動
（
仮
称
）

の
原
案
作
成
な
ど
、
こ
れ

か
ら
よ
り
一
層
中
国
地
協

の
盛
り
上
り
を
予
想
さ
せ

る
幹
部
会
議
と
な
り
ま
し

た
。

中国地協幹部14人が集結
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技
能
競
技
大
会
に

　 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

全建総連第39回全国青年技能競技大会  課題詳細図

　

毎
年
、建
設
山
口
で
は
、

技
能
競
技
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

技
能
競
技
大
会
に

　 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
競
技
大
会
は
、
全

建
総
連
が
主
催
す
る
全
国

青
年
技
能
競
技
大
会
の
予

選
を
兼
ね
て
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
競
技

課
題
は
規
矩
術
を
駆
使
し

て
作
製
す
る
「
四
方
転
び

踏
み
台
（
課
題
詳
細
図
参

照
）」
で
す
。
現
寸
図
の
作

成
か
ら
は
じ
ま
り
、
木
削

り
・
墨
付
け
・
加
工
・
組

み
立
て
の
工
程
で
、
競
技

時
間
は
６
時
間
で
す
。

　

技
能
の
継
承
と
後
継
者

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
お
り
、
建
設

山
口
は
第
１
回
か
ら
連
続

し
て
全
国
大
会
に
出
場
し
、

過
去
に
何
度
も
入
賞
す
る

な
ど
、
輝
か
し
い
実
績
も

残
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
第
１
回
大
会
か

ら
昨
年
の
第
40
回
大
会
ま

で
連
続
出
場
し
て
い
る
組

合
は
、
全
建
総
連
傘
下
53

県
連
・
組
合
の
う
ち
、
建

設
埼
玉
、
東
京
都
連
、
島

根
建
連
、
建
設
山
口
の
４

県
連
・
組
合
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　

近
年
の
建
築
現
場
で

は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
が
主
流

と
な
る
な
ど
、
現
場
で
刻

み
や
墨
付
け
を
す
る
機
会

が
激
減
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
日
本
の
伝
統
工
法

は
私
た
ち
青
年
層
が
守
り

受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意

味
か
ら
も
、
こ
の
競
技
大

会
は
大
変
重
要
な
も
の
と

言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
出
場

者
が
減
り
、
寂
し
い
大
会

が
続
い
て
い
ま
す
。
大
工

の
原
点
と
も
言
え
る
、
こ

の
競
技
課
題
。
規
矩
術
の

極
意
は
水
平
と
垂
直
・
勾

配
で
す
。
出
場
す
れ
ば
、

必
ず
得
る
も
の
が
あ
り
、

今
後
の
仕
事
に
必
ず
役
立

つ
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

全
国
大
会
に
出
場
で
き
る

の
は
、
満
36
歳
以
下
の
方

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
建
設
山
口
技
能
競
技

大
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大工の原点。必ず得るものが。（全建総連第 40回青年技能競技大会）

　

お問い合わせは本部・支部まで
旧

かっぱ寿司 レンタカー

◆募集対象

◆訓練期間
◆教　　室
◆訓練日程
◆訓練時間
◆訓練課程
◆訓練科目

◆訓練講師
◆教 科 書
◆特　　典

◆ 訓 練 科

　建築（大工）を職業として働いている方で、技能修得に意欲のある方。将来、技能士、
２級・木造建築士の資格を希望する方。男女は問いません。原則として、雇用保険被保険
者または、本人が「一人親方等の特別加入」の労災保険加入者。その他の方は、御相談く
ださい。
　２ヵ年
　山口本校（建設山口本部会館内）
　月４～５回（令和７年度入校生は、毎週木曜日）
　８：30～17：00
　普通訓練課程
　建築概論、建築生産概論、建築計画、建築構造、建築設備、工作法、規矩術、施工法、
安全衛生、測量、機械電気、法規、仕様積算、建築製図、材料、基本実技
　職業訓練指導員及び１級建築士
　厚生労働省認定のもの
⑴２ヵ年の訓練を修了し、技能照査に合格した者は２級技能検定（建築大工）の学科試験
　が免除。
⑵２級及び木造建築士受験の実務経験短縮（高卒の場合）
⑶授業料、教科書、教材無料
⑷交通費の一部と昼食支給（組合員が対象）
　木造建築科

◆入校を希望されます方は、「山口建設高等職業訓練校入校申込書」
に必要事項を記入の上、毎年３月中旬までに所属支部を通じて
提出してください。概ね、毎年４月下旬より訓練開始になりま
す。
◆当訓練は厚生労働省の定めた一定の基準に沿って合理的かつ効
果的に訓練を行なっており、昭和50年４月１日に山口県知事よ
り認定を受けています。

楽しく技能習得
令和７年度 訓練生募集

全
国
大
会
が
山
口
で
開
催


